
書
架
ス
ペ
ー
ス
も
今
後
５
〜
６
年
が

限
界
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
節
に
は

市
民
へ
の
再
利
用
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
注
意
を
促
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
図
書
館
を
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

担
当
／
友
部
図
書
館

建物火災地区別
種別 林野火災 車両火災 その他の火災 計

７ ０ １ ２ 10

６ ０ ５ ３ 14

６ １ ２ ５ 14

19 １ ８ 10 38

笠間地区

友部地区

岩間地区

区　分

件　数

搬送人員

計

2,709

2,579

火災

６

８

水難

１

１

交通

431

487

労働災害

24

24

運動競技

５

６

一般負傷

309

292

加害

17

15

自損行為

43

35

急病

1,563

1,459

その他

310

252

計

火災件数 （件）

救急出動件数 （件）

平
成
１８
年
中
に
お
け
る
笠
間
管
内

の
出
火
件
数
は
、
３８
件
で
前
年

(

５９
件)

に
比
べ
２１
件
減
少
し
て
い

ま
す
。
地
区
別
で
は
、
笠
間
１０
件
、

友
部
１４
件
、
岩
間
１４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

昭
和
５１
年
の
３７
件
以
来
、
３０
年
間
で
最
も
少
な
い
件

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

建
物
火
災
の
焼
損
を
み
る
と
、焼
損
棟
数
３０
棟(

全

焼
１３
棟
、
半
焼
１
棟
、
部

分
焼
６
棟
、
ぼ
や
１０
棟
）、

被
災
世
帯
１９
世
帯
、
被
災

者
４３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

死
者
３
人
、
負
傷
者
１０
人

で
、
全
火
災
の
損
害
額
は
１

億
４,
５
５
１
万
円
、
う
ち

建
物
火
災
の
損
害
額
は
１

億
４,
０
３
３
万
円
で
全
体

の
９
６.
４
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
建
物
火
災
１
件
あ
た

り
７,
６
５
８
千
円
が
灰
と

な
っ
て
い
ま
す
。
出
火
原
因

は
、
た
き
火
１０
件
、
放
火･

放
火
の
疑
い
３
件
、
石
油
ス

ト
ー
ブ･

電
気
器
具
が
２

件
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
１
件
、
そ

の
他
２２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

平
成
１８
年
中
に
お
け
る

救
急
出
動
件
数
は
、
２,

７
０
９
件
で
前
年

(

２,

７
５
０
件)

に
比
べ
４１
件
減

少
し
て
い
ま
す
。
署
別
で

み
る
と
笠
間
署
１,
１
３
９

件
、
友
部
署
１,
０
２
５
件
、

岩
間
署
５
４
５
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
日

あ
た
り
約
７
件
発
生
し
、

管
内
人
口

(

七
会
地
区
も

含
む

)

で
み
る
と
約
３２
人

に
一
人
が
搬
送
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
種
別
で

は
、
急
病
が
最
も
多
く
１,

５
６
３
件
で
全
体
の
５８
％
を

占
め
、
次
い
で
交
通
事
故

の
４
３
１
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問合せ　消防本部警防課　☎0296-73-0119

火災・救急出動件数平成18年

火災

救急

電子メール・ご意見箱の利用状況（件）
月

10月

11月

12月

1月

合計

区分

電子メール

ご意見箱

電子メール

ご意見箱

電子メール

ご意見箱

電子メール

ご意見箱

電子メール

ご意見箱

合計

要望 苦情 問合せ 意見 月計

６ ２ ６ １ 15

２ １ 4

６ ２ ３ ２ 14

５ １ ３ ２ 12

１ ２ ２ １ ６

２ １ １ ２ ６

４ ４ １ ９

２ ２

13 10 15 ５

11 3 ４ ４

24 13 19

お礼

１

１

１

１

２

３ ９

合計

19

26

12

11

44

24

68

問合せ　秘書課（内線224）

5 広報かさま３月号


